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平成30年度の予算の概要をお知らせします
　佐久水道企業団は水道料金により運営されています。いつまでも安心して飲んでいただける「おいしい水」
を皆様にお届けするため、より一層の経営努力を重ね、健全かつ効率的な水道事業運営に努めてまいります。

水道水をお届けするための予算 金額は消費税を含みます。

金額は消費税を含みます。

人件費
4億1,056万2千円

検針・量水器交換等 委託料
2億4,132万5千円

修繕費
3億8,245万5千円

その他運営費用
4億9,763万3千円

資産の減価償却費
11億624万5千円

借入金利息の返済
9,079万9千円

収入支出差引
（純利益）

5億6,109万2千円

手数料等
4億7,913万1千円

業務の予定量業務の予定量
●給水戸数 51,749戸

●年間給水量 14,516,700㎥

●年間有収水量※ 12,600,500㎥

●新設給水工事件数 400件

※年間有収水量とは年間給水量のうち
　水道料金の対象となる水量です。
　1㎥＝1,000ℓ

収入額
32億9,011万1千円

支出額
27億2,901万9千円

水道料金
28億1,098万円

収入

支出

収入

支出

水道管や施設を新しくするための予算

工事負担金・加入金等
1億3,178万4千円

借入金元金の返済
3億7,933万8千円

配水管布設や施設整備などの費用
17億2,026万9千円

主な事業主な事業

※支出に対する不足額は現金支出を
　伴わない内部留保資金と積立金の
　取り崩しで補てんします。

収入額
1億3,178万4千円

支出額
20億9,960万7千円

支出に対する不足額※
19億6,782万3千円

収入
支出

収入
支出

●上小田切水源整備

●佐久穂町大日向地区浄配水施設築造

●道路改良に伴う配水管移設工事

●老朽管の更新工事
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地方広域水道事業のモデルケースとして設立した佐久
平上水道組合の創設のきっかけとなったこと。また、
企業団創設の時代に生まれた私たちに起こった出来事
である井戸水から水道水へと生活環境が変化し、安全
で美味しい水が蛇口を回すと飲めるようになったこ
と。これらが相まって創設時のエピソードに感銘を受
けました。報告会の発表手法として紙芝居の作成を当
初検討しましたが、過去に事例の無かった“寸劇”の
方が、インパクトがあるのではないかと思い、寸劇を
選択しました。
Ｑ“寸劇”を作る中で苦労した点は。反響はいかがで
したか
Ａ　報告会の発表は5分間と時間制限が厳しく、私た
ちが寸劇“佐久の美味しい水物語”を通して、２つの
ことを表現するのに苦労しました。１つめは、佐久地
域の雄大な山々に降った雨が数十年の時を経て湧き出
る伏流水となった、そのほんの一部の水のみを利用し
ていること。２つめは企業団創設時のエピソードで
す。報告後の反響は予想をはるかに超える高評価で、
やりがいを感じました。
Ｑ　ききみずくの由来でもある“きき水”をした感想
はいかがでしたか
Ａ　八ヶ岳、蓼科山及び浅間山水系のきき水をしまし
た。趣味もかねて酒蔵めぐりを行い、各酒蔵の仕込み
水の特徴を調査していたので、全問正解できると思っ
ていました。浅間山水系の水の違いは分かりました
が、八ヶ岳水系と蓼科水系の違いは微妙ですね。どの
水も塩素が含まれている水道水ということでしたが、
どれも“美味しい”というのが率直な感想です。
Ｑ　最後に一言いただけますか
Ａ　水源地めぐりや水道施設の見学の時は、職員の皆
様に親切に対応していただきありがとうございまし
た。おかげさまで、ききみずくの活動が円滑に進めら
れたことに感謝いたします。佐久地域の人にとっては
あたりまえの“美味しい水”ですが、佐久の財産であ
り魅力ではないかと感じています。これからもシニア
大学のキャッチフレーズである“人生二毛作社会”推
進に向け、機会のあるごとに学ばせていただき、佐久
の美味しい水、自然の恩恵、大切さを次世代の人々に
伝えていきたいと思います。

Ｑ“ききみずく”の名前の由来についてお聞かせ下さい
Ａ　3年前、長野県シニア大学佐久学部の活動のなか
で地域実践活動のテーマとして佐久の水について調査
することをメンバーと決め、その際チーム名を“聞い
たり、見たり、ずくを出してメンバーと出かけよう”
の合言葉と“きき水”を合わせて“ききみずく”とし
ました。
Ｑ　シニア大学での地域実践活動の活動内容をお聞か
せ下さい
Ａ　シニア大学2年間の活動のなかで、1学年の時
は、八ヶ岳及び浅間山水系の水源地見学や水を試飲す
ることにより、佐久地域の水質の違いを学びその中で
“佐久の水の美味しさ”を実感し、報告会で発表しま
した。2学年の時は、佐久の美味しい水の啓発活動と
して、“佐久の美味しい水物語”をつくり報告会で発
表しました。
Ｑ“佐久の美味しい水物語”の内容についてお聞かせ
下さい
Ａ　“佐久の美味しい水物語”をつくる中で佐久水道
企業団の歴史経緯を調査しました。創設のきっかけと
なった赤痢の大流行、当時の野沢保健所長 瀬下氏の
発案、初代管理者 井出幸吉氏（旧畑八村村長）の努
力と熱意、決断、尽力によって、我が国で最初の農村

●佐久の水について調べている“ききみず
く”の皆さんにインタビューしました

聞いたり、見たり、

ずくを出して　出かけよう！

お名前　向かって左から　小林　眞隆さん、桜井　準子さん、
　　　　　　　　　　　　篠原　昇子さん、荻原　稔　さん
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TopicsTopics
◆佐久水道女性水の会総会

～ ２年間、水道モニターとして活動を開始します ～
　5月14日、企業団大会議室において、構
成市町から推薦され新たに会員となられた
皆様が一堂に会し、「平成30年度佐久水
道女性水の会総会」が開催され、委嘱状が
交付されました。会の代表には佐久市の桜
井えみ子さんが選出されました。
　桜井代表は就任のあいさつで「水道につ
いてもっと関心を持つよう心がけたい」と
述べられました。
　会員の皆様には、これから2年間、お客
様へのサービス向上のため、水道モニター
として活動していただきます。

◆「水道週間」全国の水道関係団体で様々なイベント
～ 企業団では一日企業長を体験していただきました ～

　6月1日から7日まで「第60回水道週間」が実施
されました。
　今年は、「水道水　安全　おいしい　金メダル」
をスローガンに、水道の現状の理解と取組みについ
て協力を得るため、全国の水道関係団体で行事が行
われました。
　企業団では、6月4日に佐久水道女性水の会代表
の桜井えみ子さん（佐久市在住）に一日企業長を体
験していただきました。

　近年の震災災害では、報道等により被災された方の声として、
「水道が使えないのが困る」、「断水して改めて蛇口から水が出る
ことのありがたさを感じた」などの意見をよく耳にします。
　企業団では、地域住民皆様の日常生活に欠かせない水道を安定
的に供給するために耐震性、耐久性が従来品より大幅に向上した
最新管を採用し、災害に強い水道をめざし、老朽化した水道管、
災害時の拠点病院、避難場所などへの安定給水を優先的に、順次
水道管の布設替えを計画的に行なっております。
　工事の際には通行制限、断水などご不便をおかけいたします
が、ご理解とご協力をお願いいたします。

～消火栓の点検を行っています～
　もしもの火災の時、いち早く消火できるように点検を行っています。
　道路上での点検となるため、通行時にご不便をおかけしますが、ご
協力をお願いします。
＊調査員は、企業団発行の身分証明書を携帯しています。

～水道管の耐震化・長寿命化のための工事を行っています～

▲佐久水道女性水の会会員の皆様

▲施設の視察状況▲桜井代表と栁田企業長

お問い合わせ 工務課工事係 ☎0267−62−4108

お問い合わせ
配水課維持係

☎0267−62−2308
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佐久水道企業団職員採用試験（平成31年4月採用）

●第1次試験
　平成30年9月16日（日）
●受付期間
　平成30年7月18日（水）
　　　00～8月10日（金）
●詳細お問い合わせ
　総務課　庶務係
　☎0267－62－1290

受　験　手　続

次のすべてを満たす人
①住民登録が企業団組織市町にしてある人（修学、
就職などのため他市町村に住む人で、家族が企業
団組織市町に居住している人を含む）

②平成5年4月2日から平成9年4月1日までに生まれ
た人

③学校教育法による大学（短期大学を除く）を卒業
した人または平成31年3月までに卒業見込みの人

受　　験　　資　　格

若干名

採用予定
人　　員

行政

試験区分試験の
名　称

上級

■実施期日　平成30年8月25日（土）
■申込期限　平成30年7月20日（金）
■参 加 料　無料
■定　　員　20名　※定員になり次第締め切らせてい

ただきます。
■見学場所　お申込みいただいたお客様に直接ご連絡い

たします。
■申 込 先　総務課企画調整係
 ☎0267－62－1290

■実施期日　平成30年9月13日（木）
■申込期限　平成30年8月23日（木）
■対　　象　満70歳以上の

お客様
■定　　員　25名　※定員

になり次第締め
切らせていただ
きます。

■点検内容　蛇口の清掃、漏
水の確認、水圧
チェック、蛇口
パッキンの取替
え（軽微なものに限る）

■申 込 先　総務課企画調整係
 ☎0267－62－1290

水道施設を見学してみませんか？

～佐久水道企業団　水道事業ビジョンを策定しました～

給水装置の無料点検のご案内です

佐久管工事事業協同組合青年部との共催実施です。

募 集 の ご 案 内

　企業団では、2008年に策定した地域水道ビジョンから
10年が経過したことを踏まえ、事業の進捗状況の確認を
行うとともに、将来を見据えた企業団の課題を再検討し、
より実情に合った実施方策の見直しを行うため、地域水
道ビジョンの改訂をし、「豊かな自然の恵み佐久の誇りと
なる信頼される水道」を基本理念とし、計画期間を2018
年度から2028年度とした水道事業ビジョンを策定しまし
た。主な事業内容は①主要管路の耐震化と老朽水道管の更
新　②新浄水場の建設　③新配水池の建設　④新規水源の確
保としています。
　また、将来にわたって安定的に事業を継続していくため
の、中長期的な基本計画である経営戦略の策定も同時に行
いました。投資額と財源見通しについては、①年平均16
～17億円程度の事業費を見込む　②工事費の財源は、企業
団の内部留保資金及び積立金を充てる　③計画期間中は可
能な限り現行料金水準を維持し、企業債（借入金）に依存

しない事業計画となっております。
　なお、水道管の法定耐用年数は40年と規定されており
ますが、当企業団の所有する水道本管の総延長は1,000㎞
を超えており、耐用年数を過ぎた水道管の状態を調査し、
使えるものは出来るだけ長く使用し、実質80年を目途に
更新していくこととします。ただし、それ以前にあっても
主要な管路については、耐震化を図るため前倒しで更新す
る予定です。
　また、計画期間中の基礎となる水需要については、今後
の社会情勢によって大きく変化する可能性があります。よ
って計画の進捗状況を確認しながら、要所で計画の見直し
を行い、実績評価と財政的な検討を加えて、効果的な事業
を実施して参ります。詳しくは企業団ホームページをご覧
下さい。

お問い合わせ 総務課企画調整係 ☎0267－62－1290
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水道メーターを交換しています　～取替えにご協力を～

漏水調査を行っています　～調査にご協力を～

水道料金のお支払は便利な口座振替を

企業団からのお知らせ

水道に関するお申込み・お問い合わせ（代表）☎ 0267-62-1290
水道料金について：料金係 ☎ 0267-62-4085　　引越しについて：業務係 ☎ 0267-62-4333
水質について　　：配水係 ☎ 0267-62-4052　　漏水修理　　　：維持係 ☎ 0267-62-2308
夜間休日は　　　：宿日直 ☎ 0267-62-2308　　ホームページ　：http://www.sakusuidou.or.jp/

　水道メーターの有効期限は法律で８年と定められています。企業
団では使用期限をむかえるメーターの取替えを行っています。
　取替作業は委託業者が対象の方に事前に連絡をしてから行ってお
ります。作業中は一時的に水道が使用できなくなりますのでご迷惑
をおかけしますが、ご協力をお願いします。
　なお、取替えに費用はかかりません。
※委託業者は企業団発行の委託証明書を携行しています。

　企業団では水資源の有効活用のため、配水管か
ら水道メーターまでの間の漏水調査を行っていま
す。
　調査では、お客様宅の止水栓や水道メーターで
音を聴く必要があり、敷地内に立ち入らせていた
だくことがありますので、ご理解とご協力をお願
いします。
※調査員は企業団発行の身分証明書を携行してい

ます。

◎既に水道料金を口座振替でお支払いのお客様へ
　口座振替の振替日は、検針をした月の翌月10日です。この日に残高不足等で引
き落としされなかったときは、25日に再度振替をします。なお、振替日が土日・
祝日の場合には、翌営業日が振替日です。
※振替結果は、検針時にお配りする「水道使用量のお知らせ」（右図）下段の「水

道料金振替済のお知らせ」または通帳の記帳によりご確認ください。

お問い合わせ 業務課業務係 ☎ 0267 － 62 － 4333

お問い合わせ 配水課維持係 ☎ 0267 － 62 － 2308

お問い合わせ 業務課料金係 ☎ 0267 － 62 － 4085

有効期限の満了表示

平成30年10月満了

30.10

調査範囲

水道料金の口座振替のお手続きは、下記取扱金融機関または企業団窓口でお申込
みください。（郵送によるお手続きもできますので、お問い合わせください。）

水道料金振替済のお知らせ

水道使用量のお知らせ
このお知らせによるお支払はできません。
また、検針員が料金を収納することはありません。

上記金額を、ご指定の口座より振替させていただきました。

（裏面もご覧ください）

お 客 様 番 号

ご 使 用 者

設 置 場 所

前回使用水量

検針員

領 収 金 額

検針日 月 日

月 日

月 日
㎥

月 日 ～

前年使用水量

円

メータ番号

ご 使 用 期 間

今 回 検 針 指 針

前 回 検 針 指 針

㎥

㎥㎥

ご 使 用 水 量

差 引 水 量
旧 メ ー タ 水 量

月　　　日 ～　　　月　　　日

口　径
㎜

用　途

管 理 番 号

ご請求予定額
（ 内 消 費 税 相 当 額 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　円）

円

今 回 振 替 予 定 日 月 　 　日

振 替 日
ご 使 用 期 間
ご 使 用 水 量

佐久水道企業団 佐久市跡部101番地
TEL0267（62）4333　（業務係）

034391-001

01234567

352
316

36
3032

※※※ 6 10

13

4 9 6 10

水道　一郎　様

佐久市跡部101番地

平成30年6月　ご請求分

平成30年4月　ご請求分

6,480
480

5,346
5 10

2 10 4 9
30

7 10

0123-45　0123-000

〈取扱金融機関〉
八十二銀行　佐久浅間農業協同組合　長野県信用組合　長野銀行　
三井住友銀行　上田信用金庫　長野県労働金庫　ゆうちょ銀行　長野県信連

⇨




